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一
は
じ
め
に
號
『
詩
文
論
叢
』
に
筆
は
「
「
橙
」
の
は
「
」
な
り
や
」
と
題
し
て
、
『
文
』

の
も
と
の
の
方
法
を
探
っ
て
み
た
。
當
初
、
何
ら
か
の
反
應
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
	く
な
か
っ
た
。
當
て
が
は
ず
れ
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
六

文
學
を
專
攻
し
て
い
る
友
人
に
か
な
り
引
に
こ
の
小
論
の
感
想
を
ね
て
み
た
。
最
初
コ
メ
ン
ト
を
控
え
て
い
た
が
、
筆
の
引
さ
に
負
け
て
重
い
口
を
開
い
て
「
李
善
の
訓
詁
や

部
分
は
何
が
典
據
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
よ
う
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
漏
ら
し
て
く
れ
た
。
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
、
李
善
末
尾
に
見
え
る
（
實
際
は
こ
ん
な
單
純
な
か
た
ち
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
）「
Ａ
、
Ｂ
也
。
○
○
切
」
と
い
う
よ
う
な
訓
詁
に
は
何
も
典
據
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
な
感
想
で
あ
る
。
筆
も
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
た
當
初
は
、
一
應
得
し
て
い
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
な
ぜ
典
據
を
示
さ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
示
さ
な
く
て
も
良
い
ほ
ど
訓
詁
と
は
變
の
乏
し
い
も
の
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
い
て
き
た
。
そ
う
い
え
ば
、
訓
詁
の
授
受
の
傳
統
に
つ
い
て
、
か
つ
て
慶
谷
壽
信
氏
に
つ
い
て
優
れ
た
興
味
深
い
論
考
が
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
た
（
１
）。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
機
に
も
う
一
度
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
訓
詁
受
け
渡
し
に
關
す
る
一
つ
の
假

ま
ず
問
題
の
あ
り
か
を
明
示
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
一
つ
の
訓
詁
の
傳
統
な
授
受
の
か
た
ち
を
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
圖
示
し
た
も
の
（
圖
一
）
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
が
、

解
の
な
い
よ
う
に
干
の
明
を
加
え
た
い
。
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李
善
に
見
え
る
典
據
不
明
の
訓
詁
は
何
か
ら
ら
れ
た
か
水
谷

そ
も
そ
も
の
訓
詁
を
字
書
（
辭
書
）
レ
ベ
ル
で
檢
索
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
詁
に
は
序
列
が
あ
る
。
原
義
か
ら
始
め
生
義
に
わ
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
元
に
な
っ
た
典
據
の
時
代
順
と
い
う
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
中
國
に
お
け
る
傳
統
な
排
列
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
點
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
最
初
は
、
『

文
』
か
『
爾
』
の
ど
ち
ら
か
で
し
か
な
い
。
假
に
、
『
文
』
の
訓
詁
が
、「
Ａ
、
Ｂ
也
。」
と
し
、『
爾
』
の
訓
詁
を
「
Ａ
、
Ｃ
也
。」
と
し
て
み
る
（
２
）。
に
こ
れ
で
世
代
字
書
①
を
作
る
と
、
訓
詁
は
「
Ａ
、
Ｂ
也
。」
と
「
Ａ
、
Ｃ
也
。
」
は
當
然
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
纂
の
際
に
、
	釋
・イ
・
で
の
訓
詁
「
Ａ
、
Ｄ
也
。」
も
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
訓
詁
を
收
め
た
①
が
で
き
た
と
す
る
。
①
を
第
一
世
代
と
す
る
と
、
第
二
世
代
の
②
と
い
う
字
書
が
で
き
た
と
す
る
。
こ
の
②
は
、
①
の
Ａ
の
訓
詁
「
Ｂ
也
。
Ｃ
也
。
Ｄ
也
。
」
を
基
本
に
受
け
繼
い
で
い
る
。
典
據
の
明
示
の
有
無
や
訓
詁
上
の
細
か
な
相

は
今
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
例
補
の
か
た
ち
で
Ａ
の
訓
詁
「
Ｂ
也
。
Ｃ
也
。
Ｄ
也
。
」
の
上
に
（
	釋
・ロ
・
か
ら
の
）「
Ｅ
也
。」
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
Ｅ
也
。」
も
古
典
	釋
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
世
代
と
な
る
と
③
と
い
う
字
書
が
纂
さ
れ
る
。
こ
れ
も
基
本
に
は
上
記
の
繰
り
し
で
あ
っ
て
、
Ａ
の
訓
詁
「
Ｂ
也
。
Ｃ
也
。
Ｄ
也
。
Ｅ
也
。」
に
「
Ｆ
也
。」
が
さ
ら
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
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圖
一
よ
け
い
な
こ
と
だ
が
、
③
で
「
Ｄ
也
。
」
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
理
由
は
問
題
に
し
な
い
で
お
こ
う
。
こ
れ
以
上
は
き
り
が
な
い
の
で
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
①
②
③
と
い
う
字
書

纂
と
訓
詁
の
流
れ
の
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
字
書
③
以
後
に
あ
る
古
典
の
釋
が
で
き
た
と
す
る
。
こ
れ
を
か
り
に
・ハ
・
と
す
る
。
さ
ら
に
時
代
を
現
代
に
移
し
、
字
書
①
②
は
散
し
た
と
す
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
の
釋
・
ハ
・
に
見
え
る
「
Ａ
、
Ｅ
也
。」
と
い
う
訓
詁
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
ら
っ
て
來
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
す
る
の
で
あ
る
。
今
わ
か
る
の
は
、
字
書
③
の
訓
詁
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
３
）。
し
か
し
、
釋
・ハ
・
が
こ
の
訓
詁
を
用
し
た
の
は
、
字
書
②
か
も
し
れ
な
い
し
、
字
書
②
の
基
に
な
っ
た
釋
・ロ
・
か
ら
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
釋
・
ハ
・
の
別
の
箇
に
「
Ａ
、
Ｄ
也
。
」
と
い
う
訓
詁
例
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
今
の
時
點
で
わ
か
る
の
は
、
釋
・
イ
・
で
の
ケ
ー
ス
の
み
で
あ
る
。
字
書
①
②
の
散
の
た
め
に
、
そ
こ
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
觸
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
二
例
の
み
で
推
論
す
る
の
は
大
い
に
問
題
で
あ
る
が
、
釋
・ハ
・
は
、
Ａ
の
訓
詁
で
字
書
②
を
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
釋
・ハ
・
で
の
Ａ
に
關
す
る
訓
詁
「
Ｆ
也
。
」
が
あ
る
と
し
て
も
、
字
書
③
か
ら
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
結
局
、
典
據
と
し
て
わ
か
る
「
Ｂ
也
。」
の
『
文
』
と
「
Ｃ
也
。」
の
『
爾
』
の
み
と
い
う
こ
と
で
、
他
は
不
明
で
あ
る
と
し
か
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
粗
雜
な
見
取
り
圖
か
ら
も
、
こ
の
種
の
訓
詁
の
來
	
を
求
め
よ
う
と
す
る
困

さ
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
實
際
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
方
法
は
使
え
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
の
ケ
ー
ス
は
、
話
を
單
に
す
る
た
め
に
訓
詁
に
變
が
な
い
と
し
た
が
、
訓
詁
の
省
略
や
合
、
變
形
等
々
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
、
そ
の
考
察
の
困

さ
は
想
像
以
上
の
も
の
に
な
る
。
三
『
集
韻
』
で
の
訓
詁
典
據
明
示
例
か
ら
考
え
る
ま
た
、
號
『
詩
文
論
叢
』「「
橙
」
の
は
「
」
な
り
や
」
で
の
方
法
と
同
樣
で
陳
腐
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う
一
度
『
集
韻
』
に
登
場
願
お
う
。
先
回
と
同
樣
、
『
集
韻
』
補
に
つ
い
て
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
『
經
典
釋
文
』・『
書
』
顏
師
古
・
『
文
』
六
臣
に
加
え
て
、
陳
彭
年
等
『
大
廣
會
玉
篇
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
『
經
典
釋
文
』
で
は
、
四
一
八
三
の
補
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
４
）。
『
書
』
顏
師
古
で
は
、
五
八
九
の
補
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
５
）。
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こ
の
『
經
典
釋
文
』・『
書
』
顏
師
古

引
例
に
つ
い
て
は
、
直
接
『
經
典
釋
文
』
と
か
『
書
』
と
か
の
書
名
を
含
む
か
た
ち
で
の
典
據
明
示
が
な
い
が
、『
經
典
釋
文
』
で
い
え
ば
「
徐
讀
」
と
か
「
劉
」
と
か
と
い
う
『
經
典
釋
文
』
收
の
義
家
を
示
す
こ
と
で
そ
の
典
據
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
書
』
も
同
樣
で
「
顏
師
古
」
と
い
う
記
か
ら
典
據
を
知
り
う
る
。
こ
れ
ら
の
例
示
數
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
（
６
）が
、
一
應
の
手
が
か
り
と
し
て
重
で
あ
り
、
手
づ
る
と
も
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
『
集
韻
』
で
は
こ
の
よ
う
な

接
	な
典
據
明
示
は
、『
經
典
釋
文
』・『
書
』
以
外
に
は
『
史
記
』
『
靈
樞
經
』
ぐ
ら
い
な
も
の
で
例
外
に
屬
す
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、『
文

』
六
臣
・『
大
廣
會
玉
篇
』
で
の
補
査
は
、
今
回
査
中
で
體
像
に
つ
い
て
は
確
た
る
事
が
い
え
な
い
が
、
『
文

』
六
臣
で
は
卷
一
か
ら
卷
十
四
班
固
の
「
幽
賦
」
ま
で
二
三
六
の
補
例
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
『
大
廣
會
玉
篇
』
で
は
卷
一
か
ら
卷
十
一
「
穴
」
部
ま
で
の
一
二
八
三
の
補
例
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
二
査
は
、
い
ず
れ
も
中
ま
で
の
も
の
で
不
十
分
な
も
の
で
し
か
な
い
。
こ
の
點
は
十
分
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
『
大
廣
會
玉
篇
』
で
は
體
の
三
分
の
一
で
多
く
の
補
例
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
に
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
『
集
韻
』
に
『
文

』
六
臣
か
ら
の
、
あ
る
い
は
『
大
廣
會
玉
篇
』
か
ら
の
と
い
う
記
が
一
切
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
集
韻
』
で
は
、『
文

』
六
臣
・
『
大
廣
會
玉
篇
』
と
は
斷
る
こ
と
な
し
に
そ
れ
か
ら
の
訓
詁
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
經
典
釋
文
』
・
『
書
』
と
は
い
く
ら
か
お
も
む
き
が
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
『
集
韻
』
は
ど
れ
ほ
ど
典
據
を
示
し
て
い
る
の
か
が
、
に
重
な
問
題
點
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
稿
「
『
附
釋
文
互
註
禮
部
韻
略
』
義
よ
り
見
た
『
集
韻
』
義
」
（
『
中
國
文
學
究
』
二
二
一
九
九
六
年
十
二
）
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
七
六
、
七
七
頁
の
表
四
、
五
に
お
い
て
お
お
よ
そ
の
見
當
が
つ
く
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
書
の
列
は
し
な
い
が
、
『
大
廣
會
玉
篇
』
關
の
小
學
書
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、『
爾
』『

文
』
『
方
言
』
『
釋
名
』
『

』
（
『
廣
』
）『
字
林
』
『
倉
』
の
七
書
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
見
る
よ
う
な
『
大
廣
會
玉
篇
』
に
よ
る
大
量
補
に
つ
い
て
は
、
何
も
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
『
集
韻
』
の
底
本
で
あ
る
『
廣
韻
』
に
つ
い
て
何
も
言
っ
て
い
な
い
（
７
）以
上
、
こ
の
こ
と
は
別
に
不
思
議
で
は
な
い
と
い
え
ば
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
わ
か
る
こ
と
は
典
據
明
示
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
線
引
き
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
點
に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
114
以
上
の
書
目
を
、
『
隋
書
』
「
經
志
」
・
『
新
書
』
「
藝
文
志
」
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
以
下
の
り
に
な
る
（
８
）。
『
爾
』
『
廣
』
張
揖
（
三
國
魏
）
『
倉
』
張
揖
（
三
國
魏
）
『
方
言
』
楊
雄
（
後
）
『
釋
名
』
劉
熙
（
後
）
『
文
』
許
愼
（
後
）
『
字
林
』
呂
忱
（
晉
）
ど
れ
を
と
っ
て
も
晉
代
以
	の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
同
じ
小
學
書
と
し
て
重

な
も
の
と
し
て
は
、
『
隋
書
』
「
經
志
」
で
は
、
『
玉
篇
』
野
王
（
陳
）・
『
字
統
』
陽
承
慶
（
劉
宋
）・
『
文
字
集
略
』
阮
孝
（
梁
（
９
））
な
ど
が
あ
り
、
『
新
書
』
「
藝
文
志
」
で
は
、
『
經
典
釋
文
』
陸
明
・『
開
元
文
字
義
』
玄
宗
（
10）な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
名
は
、
（
『
經
典
釋
文
』
に
つ
い
て
の
特
殊
な
引
き
方
を
除
い
て
）『
集
韻
』
に
は
見
え
な
い
。
特
に
こ
こ
で
目
し
た
い
の
は
、
當
時
散
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
『
倉
』
が
見
え
て
い
る
の
は
（
11）、
こ
れ
は
再
引
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
、
料
の
一
性
を
重


す
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
例
は
別
い
に
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
集
韻
』
の
纂
た
ち
は
別
の
基
準
を
持
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新 、
古 、
と
い
う
基
準
で
あ
る
。
多
く
利
用
さ
れ
た
『
經
典
釋
文
』
や
『
大
廣
會
玉
篇
』
、
そ
れ
に
『
開
元
文
字

義
』
な
ど
の
書
名
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
單
な
考
察
か
ら
も
、
古
典
な
重

書
は
書
名
を
取
り
上
げ
る
が
、
古
や
同
時
代
も
の
は
多
く
利
用
し
よ
う
と
も
（
書
名
を
略
す
と
い
う
度
の
）
疎
略
に
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
わ
れ
わ
れ
に
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
非
す
べ
き
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
究
勢
に
付
隨
す
る
も
の
と
し
て
考
察
の
範
圍
に
い
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
も
う
一
度
李
善
で
の
ケ
ー
ス
を
見
て
み
よ
う
。
四
李
善
に
は
ど
の
よ
う
な
小
學
書
が
み
え
る
の
か
	
 の
考
察
を
基
に
、
李
善
で
の
小
學
書
の
樣
子
を
見
て
み
よ
う
。
基
づ
く
の
は
、
小
尾
郊
一
・
富
永
一
登
・
衣
川
賢

!『
文
"李
善

引
書
攷
證
』「
文
"李
善
引
書
一
覽
」
（
一
九
九
〇
年
二
#
文
出
版
）
に
す
べ
て
據
る
。
『
三
$』
『
三
$訓
詁
』
張
揖
（
後
魏
（
12））
李
善
に
見
え
る
典
據
不
明
の
訓
詁
は
何
か
ら
%ら
れ
た
か
（
水
谷
）
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『
三
解
詁
』
郭
璞
（
晉
）
『
小
爾
』
孔
鮒
（

）
『
五
經
義
』
劉
向
（

）
『
五
經
訓
』
『
五
經
義
』
劉
向
（

）
『
文
字
集
略
』
阮
孝
（
梁
）
『
方
言
』
楊
雄
（
後
）
『
古
今
字
詁
』
張
揖
（
後
魏
）
『
凡
將
篇
』
司
馬
相
如
（

）
『
字
林
』
呂
忱
（
晉
）
『
字
指
』
李
	（
晉
）
『
字
書
』
『
字

』
『
單
行
字
』
李
	（
晉
）
『
爾

』
李
（
後
）
『
俗
文
』
虔
（

）
『
就
章
』
史
游
（

）
『
釋
名
』
韋
昭
（
）
『
爾

』
孫
炎
（
魏
）
『

』
張
揖
（
後
魏
）
『
詁
訓
』
張
揖
（
後
魏
）
『
爾

』
郭
璞
（
晉
）
『
方
言
』
郭
璞
（
晉
）
『
爾
』
『
倉
頡
篇
』
『
倉
頡
解
詁
』
『

文
』
許
愼
（
後
）
『
釋
名
』
劉
熙
（
後
）
『
廣
』
樊
恭
（
魏
）
『
廣
』
張
揖
（
後
魏
）
『
古
今
篆
隸
文
體
』
蕭
子
良
（
南
齊
）
『
聲
』
李
登
（
魏
）
『
韻
集
』
呂
靜
（
晉
）
『
韻
略
』
陽
休
之
（
北
齊
）
以
上
で
あ
る
。
『
書
義
』
等
の
書
に
付
隨
し
た
も
の
は
、
訓
詁
上
重
な
も
の
で
あ
っ
て
も
煩
雜
さ
を
け
る
た
め
に
敢
え
て
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
上
表
は
、
「
文
李
善
引
書
一
覽
」
の
筆
畫
順
に
據
っ
た
た
め
に
多
少
見
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
多
數
に
わ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
最
初
に
氣
づ
く
こ
と
は
、
上
表
書
目
の
最
下
限
が
北
齊
・
梁
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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で
切
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
文
字
集
略
』
阮
孝
（
梁
）
と
『
韻
略
』
陽
休
之
（
北
齊
）
で
あ
る
。
こ
れ
以
の
重
な
小
學
書
で
あ
る
『
玉
篇
』
や
『
切
韻
』
は
一
切
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
一
例
ほ
ど
「
野
王
曰
」
と
い
う
引
用
が
あ
る
が
、
こ
の
弧
例
を
『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
と
見
な
す
こ
と
は
當
で
な
い
と
思
わ
れ
る
（
13）。
第
一
の
理
由
と
し
て
、
小
學
書
の
場
合
、
下
限
が
北
齊
・
梁
以
の
	書
の
も
の
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、
「
野
王
曰
」
の
引
用
で
あ
っ
て
、
『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
な
ら
ば
や
は
り
『
玉
篇
』
と
書
名
を
記
す
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
「
原
本
玉
篇
」
に
は
「
野
王
案
」
な
ど
の
案
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
こ
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
一
例
を
例
外
と
し
て
、
陳
・
北

・
隋
・
の
高
宗
ま
で
の
百
年
の
に
で
き
た
『
玉
篇
』『
切
韻
』『
經
典
釋
文
』
な
ど
の
小
學
書
の
書
名
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
同
時
代
書
と
な
る
の
で
あ
り
、
非
記
の
對
象
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
い
ず
れ
も
散
や
大
き
な
變
更
を
受
け
て
お
り
、
典
據
不
明
の
訓
詁
が
こ
の
三
書
の
い
ず
れ
か
ら
來
た
の
か
を
査
す
る
こ
と
は
大
變
し
い
。
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
の
お
お
よ
そ
の
見
當
を
つ
け
る
こ
と
で
こ
こ
は
引
き
下
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
結
び
以
上
の
考
察
か
ら
、
李
善
に
お
け
る
一
つ
の
も
の
の
見
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
百
年
を
自
ら
の
時
代
と
す
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
の
し
い
百
年
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
古
典
と
同
等
の
意
を
表
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
顏
之
推
『
顏
氏
家
訓
』
な
ど
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
見
方
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
も
あ
る
や
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
小
學
書
は
「
實
用
書
（
14）」
で
あ
る
。
「
よ
り
良
い
も
の
が
で
き
れ
ば
て
ら
れ
る
命
に
あ
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
高
い
價
を
受
け
る

と
を
同
等
に
竝
べ
る
方
が
お
か
し
い
。
そ
し
て
、
李
善
で
訓
詁
の
部
分
が
典
據
を
隱
し
た
ま
ま
記
さ
れ
た
理
由
も
そ
の
よ
う
な
價
値
の
な
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
李
善
が
百
年
を
同
時
代
と
し
た
ら
し
い
意
識
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
現
代
史
は
せ
い
ぜ
い
百
年
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
を
當
然
な
こ
と
を
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
を
別
の
時
代
・
別
の
地
域
に
お
い
て
確
す
る
こ
と
は
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
本
論
に
こ
の
よ
う
な
副
物
も
あ
る
こ
と
を

し
て
お
き
た
い
。
李
善
に
見
え
る
典
據
不
明
の
訓
詁
は
何
か
ら
ら
れ
た
か
（
水
谷
）
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
（
１
）
「
毛
晃
『
韻
』
の
效
用
」（
水
谷

『
修
互
註
禮
部
韻
略
索
引
』
一
九
九
三
年
十

崑
崙
書
、
收
）
な
お
、
拙
の
索
引
が
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
い
た
め
に
、
本
論
文
が
目
さ
れ
な
い
こ
と
は
殘
念
で
あ
る
。
（
２
）
も
ち
ろ
ん
、
何
度
も
繰
り
	し
て

べ
る
よ
う
に
、
訓
詁
の
か
た
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
變
し
た
か
た
ち
が
あ
る
。
こ
れ
ら
變
し
た
か
た
ち
を
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
も
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
念
な
パ
タ
ー
ン
で
話
題
を
處
理
す
る
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。
話
を
複
雜
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
話
題
は
別
の
方
向
へ
流
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
訓
詁
の
別
を
話
題
と
し
た
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、

光
曉
「
從
集
史
角
度
剖
析
揚
雄
『
方
言
』」
（『
語


』
一
九
九
八
年
一

北
京
語
言
大
學
出
版
）
が
あ
る
。
（
３
）
こ
こ
で
當
然
問
題
と
な
る
本
に
關
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
な
い
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
（
４
）
拙
稿
「
『
集
韻
』
に
お
け
る
『
經
典
釋
文
』
の
二
に
分
か
れ
る
利
用
形
態
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
一
年
三

『
創
價
大
學
中
國
論
集
』
四
）
（
５
）
「
『
集
韻
』
で
の
『
書
』

の
利
用
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
〇
年
五
二
二
日
中
國
語
學
會
關
東
支
部
例
會
於
創
價
大
學
）
（
６
）
『
經
典
釋
文
』
に
關
し
て
は
、
（
４
）
で
の
拙
稿
參
照
。
な
お
、
『
書
』
に
つ
い
て
は
、
顏
師
古
と
す
る
も
の
が
８
例
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
８
例
は
、
『
廣
韻
』
に
見
え
な
い
も
の
の
み
の
數
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
入
聲
の
「
準
」
な
ど
は
、
含
め
て
い
な
い
。
（
７
）
こ
れ
は
、
直
接
『
集
韻
』
の
底
本
＝
『
廣
韻
』
と
い
っ
て
い
な
い
だ
け
の
表
現
上
の
問
題
で
あ
る
。
事
實
を
表
明
し
た
文
と
し
て
、
眞
寺
本
『
禮
部
韻
略
』「
敕
牒
」
が
あ
る
。
拙
稿
「
眞
寺
本
『
禮
部
韻
略
』
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
九
年
三

『
創
價
大
學
人
文
論
集
』
十
一
）
參
照
。
（
８
）

・
卷
數
等
の
詳
細
な
記

は
、
と
り
あ
え
ず
省
略
す
る
。
『
隋
書
』『
新
書
』
は
、
中
書
局
排
印
本
を
利
用
し
た
。
（
９
）
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
宜
取
り
上
げ
て

べ
た
の
で
あ
り
、
韻
書
な
ど
さ
ら
に
多
く
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
10）
『
開
元
文
字
義
』
が
『
集
韻
』
に
材
料
を
提
供
し
て
い
る
事
例
を
、
『
修
互
註
禮
部
韻
略
』
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
少
し
査
し
て
み
る
必
 が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
（
11）
た
と
え
ば
、
『
崇
文
總
目
』
に
は
見
え
な
い
。
な
お
、
現
在
散
し
た
『
字
林
』
は
、
『
集
韻
』
纂
時
に
利
用
で
き
た
ら
し
い
。
謝
!昆
『
小
學
考
』
卷
十
三
「
字
林
」
の
項
を
參
照
。
（
12）
『
文
"李
善
引
書
攷
證
』
で
は
、
す
べ
て
張
揖
を
後
魏
の
人
と
す
る
が
、
正
し
く
は
三
國
の
魏
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
す
べ
て
同
じ
。
三
國
魏
も
北
魏
も
「
太
和
」
の
年
號
を
持
つ
た
め
の
#解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
謝
!昆
『
小
學
考
』
卷
八
「
古
今
字
詁
」
で
は
、
後
の
あ
と
、
晉
の
$に
竝
べ
て
あ
り
、
三
國
曹
氏
一
族
の
「
字
義
訓
」
と
竝
べ
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
種
の
#解
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、『
魏
書
』「
江
式
傳
」
も
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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關
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
13）
『
文
』
卷
二
十
、
沈
「
應
詔
樂

餞
呂
珍
」
で
の
「
野
王
曰
、
屬
接
也
。
」
な
お
、
	字
「
」
を
含
む
書
き
方
か
ら
み
る
と
、
字
書

と
い
う
よ
り
も
釋

な
書
き
方
で
あ
る
。
（
14）
恩
師
・
惟
先
生
が
義
で
小
學
書
に
つ
い
て
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
ば
。
の
括
弧
の
表
現
も
同
じ
で
あ
る
。
李
善
に
見
え
る
典
據
不
明
の
訓
詁
は
何
か
ら
ら
れ
た
か
（
水
谷
）
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